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小橋一郎
図書館長

あたらしい大学図書館の建設計画が進められています。学長の熱意と,学内各方面の支持のもとに,大学忙那いては,今出

川校地内鳥丸今出川角地附近に,延3,000坪,学牛.用座席数1,000以上,禽庫収蔵星:500,000冊の近代的な図書館を,昭和43年

度中に建設しようという計画が推進せられて枯り,さらに法人理事会に翁いても,新図害館建設という基木方針が承認せら

れまし北。

火学の中央部に,広く利用せられる蔵書をみずから有し,まに各研究宅図書の相互利用,きらには諸大学図書の相亙利用の

かけはしとな0て,研究名に最新広汎の学術情報を提供する場所として,また学牛.忙自学自習のための快適な環境を供し,図

書の整備とレフ丁レンス・サービスによって勉学への便宜を供する場所として,あ北らしい刈霄館がその威容を現わす日が待
ナこれます。

図書館の近代的な機能,とくにまに学生の利用の便宜を考えると,大学図習・館の位置は,大学校地の中央部,メイソストリ

トに面していることが望まれます。現在の図書館は,もと同志社図脊館として発足し,後に大学図書館となっ北ものであり

ますが,大学図書館としては校地東端に,しかも道路を距てて位することになってしまいました。新図雪喰官の位置は,以上の

ような槻点と,速やかな実現可お計生の考慮とから,鳥丸今出川角地附近と引画されまし北ただこの位鐙は,交叉点に近く,
騒音が欠点ですが,これは現在の建築技術によ。て充分に解決することができます。

学生用座席数は,現在の学生数からみて,少なくとも1,000席以上が必要と考えられます。現作の図書館では477席新町紗

書室の94席を加えても571席にすぎません。新図書館は,開架閲覧室(開架図書50,000冊),閉架閲覧室,レフ了レソス.ルー

ム,雑誌室,読書室を含めて 1,000席以上を設け,冷暖房施設を備え,採光にも工大を凝らきなければならないと'甲います。

1

ず冒
詔

'
.
.

三
一
=



あにらしい図書館の庶務・整理・閲覧に関するいわゆる管理部門の諸室は,図書館の業務活動を円滑にして,研究・勉学に

対する奉仕を迅速かつ効率高く実施しうるよ5,機能的に配置せられなけれぱなりません。現在の図書館は,漸次拡張せられ

てき北北めに,教室を閲覧室にしナこり,廊下を室に改造したり,書庫の中で交献複写業務を行なったり,無理な点が多く,管

理部門の配置も機能的でなく,年間数万冊の図書を処理するには狭艦となっています。ま元現在の書庫は,20数万冊の容量が

あり,かつては最新の設備を誇るものでありましたが,現在すでに図書館のみの蔵書数が20万冊を超え,年々の増加を考えま

すと,少なくとも恥万冊を収容できる書庫が必要とな。て那ります。

情報の激増にともない,情報管理の必要が痛感せられておりますが,学問研究の領域もその例に洩れません。学術情報管理

の任務を担うべき図書館は,情報管理に関するあ北らしい現象と方法に対応するため,研究を怠ってはなりません。マイクロ

フィルムやテープ等視聴覚資料の管理・利用は,当面の問題でしょう。交献探索に電子計算機を利用する研究も進められて枯

ります図書力ードもやがてはテープにとって代わるかも知れません。あ北らしい図書館の建設にあ北っては,せめてこれら

のあナこらしい事態に応じうるだけの空間的余裕がほしいものです。

由緒ある現在の図書館に対する郷愁も強いでしょうが,同志社大学の近時の急速な発展と,大学図書館に要求せられる近代

的機能にかんがみ,同志社大学にふさわしい図書館の建設に向けて,学園関係者各位のいっそうのと支援を浦願いい北しま

す。

ひとつのエピソード

"one purposefo, Doshisha"を旗じるしとして同志社の卒業生力珠吉束することは,新島先生の校祖としての最大の念願で

あ。たと信じる。私達大正8年の同志社大学政治科,経済科の卒業生も個人,個人としては,いろいろな立場で同志社の北め

何等かの貢献をしてきていると思うけれど,一昨年度は私達が学窓を巣立って,ちようど45周年に相当するのを記念して,特

に在学生諸君との連繋を深め,意義あらしめる目的で同窓と相談のうぇ大学図書館に若干の図書講入費を差上げることにし

て,ききにこれを寄附きせていただいた。まこと1て貧乏者ぞろいの一燈で,募金し得北金額は224,404円忙すぎなか。ナこが,

図害館では大変に喜んでいただいて,大正時代以降現在まで年度卒業生の寄附金によって,在学生のための図書を購入きせて

もらっナこ記憶は,今日までに一回も無く実に有難く感謝にたえないとの,言葉を耳にしている。

昔日の学生と違って現在の学生諸君は,愛読し思索を深め元いと念願しても沢山な図書を購買することは大変な牛活上の'

済負担で,このような真面目な学究の人達に,図害館図書を活用してい北だくために私達のきさやかな計画が枯役に立てば,

何よりの同志社への帳恩の一端であると考えてぃる。また多数の学生諸君のなかには読書人北るの誇りを忘れて,たゼイージ

イ・ゴーイングで刺戯的な遊興に貴重な青年時代を浪費している人達も皆無とはいえないと思うが,この種学生諸君が同志社

大学の学徒として日夜交献と取組む,真面目な生活の場を図書館で見出してもらう元めにも私達の小きい意図が利用されれ

ぱ,私達はこの上ない喜ぴとするものである。

図書館でこの度購入してぃただい北図書の種別は,政治・行政・法律・経済・経営・簿記・会計・商業・金融・統計・労働

・社会の各専門分野の文献,えδよぴ語学辞書・書i志・索引にわたり90余冊に達している。そして特に私達の購入図書にはその

扉に『本書は大正8年度大学経済科,政治科卒業生指定寄附によるものである』と記載きれてあるが,これは在学生諸君がこ

れらの図書をひもとかれるとき,同志礼の名のもとに,卒業生と在学生とが一体であるとの意識を深めて利用して下きること

に期待をよせるからである。

私逹は同志社大学の在学生諸君のために,将来もこの計画を存続することを申合せている図書館からの決算蝦告書1てよる

と,昭和41年7月15日現在で,14,646円を次期に繰越して下きっているが,私達はこの繰越金の上にさらに近き将来何程か

の寄附金額を殖して,図書冊数を増加していきたいと考えているし,単に社会科学関係の交献だけに限らず,将来は人交科学

や自然科学方面の図書も是非整備してほしいし,特に基督教・神学関係の文献も用意計画してほしいと念願している。

同志社大学にはその学園としての建学の理想が厳存する。しかも同志社にと。て最も大切な基本条件は,大学とその卒業生

大正8年経済科卒業生・同志社大学名誉教授

原猛雄
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との連繋である。米国の工ール,ハーヴ丁ードを始め,一流の私立大学は皆明確な建学の理想と,卒業生との緊密な結びつき

を持。てぃる。現在の同志社学園にやや欠けるものは,この学園を巣立っ北ことを誇りとする優秀なアドバイザーとしての卒

業生の支持が一般K稀薄になっていることではなかろうか。私逹のこの度の計画は図吉館という貰重な学園の場をと加して,

大学と私達卒業生との結びつきを具体化しにものであって,在学生諸君は私達のこの企図を理解して読書の機会に同志社大学

生としての視野を広め,,思索を深め智識人としての見識を高くして,将来日本浦よび国際社会の重饗な一員として活躍する機

会に母校との関係を一層緊密なもの忙するよう努力してほしいと思います

読書のよろこび

昨年の杁のように美しい日々がっづくと,秋の夜なが{て,当物をよむよろこびをしみじみと感じさせられる。耿の一日は,

ちよラど長い間1戎長しナこくりの木が熟するよラ1て,賞重なIU11_1である。そのような,日々を読沓に用づることの出来る人はさ

いわいである。

現代のような煩いの多い,騒々しい時代に浦いてはますます読轡のもつ恵味は多くなってくるし,読当をすることもN大低

の努力ではなし得ないことであろ

わにしは読沓.に枯いて最も重要なことは集中してーつのものを涜破する力であると思う頁をバラバラつとメクルことは北

のしいことであり,興のむくままにそこらを眺めることもにやすいことでゐるしかし,ーつの音倒早い書物を読みこなすこと

は,ちようど山1て登るようなもので,ある一定の時間忍耐をもって心身を集中してわこなわなければならない。山の写夏をみ

にり,地図をひろげて登山の計画をナこてナこりすることはたのしいことである。しかしいぎ山忙登るとなると,重い荷を負い,

平ナこんな坂道をあえぎながら辛抱づよく登らねばならない。忍耐と根気がいる。しかし,そのよラな労、苫があっ(こそ,頂上

からみえるすぱ'らしい眺めもみられるのである。

私がはじめて米国で留学をしたとき,一番感心したことは,学生にちがよく読書することであっに。もっとも私が学んだ人

学はイェール大学で,アメリカでもハーバードとならんナご名門であって,そこに集家る学生ナこちも優れナこ能力をもっているも

のが抽ってぃ北。あるとき寮で1人の学生が自分の出身校に加ける優等生のバ>ヂを誇らしく示し北ことがあっナこ。ところが

みんなあまり篤きも、せず,それぞれの出身校でもらっ北優等生のパッヂを出して笑っ北ことがあっに。それ位すぐれ北学生が

集まってい北かも知れないが,読書はびっくりするほどよくしていた。

私は日本では,京都大学で学び,とくに勉強家ぞろいの多かっナこ京都大学基督敏青年会の地塩寮で学生生活を送っにことが

うるので,読書をすることには一応の訓練もうけていナこつもりであっナこ。そのころ地塩寮には軍隊から帰 0てきナこ学生にちが

ーぱいであり,いずれも,長い間吸いにい空気をがまんして窒息しそづになっていナこところを解放きれに浦もいで,読書に励

む学徒北ちが多かっに。いま京大の結核研究所の助教授をして浦られる安平公夫氏や,岐阜大学の医学部の解剖の教授をして

いる金関毅氏や,京大で心埋学を研究してぃる中島誠助教授,それ忙京大の農学部の農芸化学を担当して枯られる橋瓜斌助教

授などが浦られ北。杁のイ支などはシーソと静まって,燈火にし北しむ姿が印象的であった。

日本においては,勉学する学生は,たしかによく勉強している。しかし,残ねんなことにそれらの学生はとく少数で,いわ

ゆるマス化され北大多数の学生は飼うもののない羊のように放っ北らかしであるそれ故に,少数の勉強する学牛と,多数の

不勉強な学生との断属はますます大きくなってきている。大学には戦前から,「来るものは拒まず,去るは追わず」という浦

高くとまってぃる気風があっに。貞理の殿堂であり,真理探求の場であるという厳めしさはあっても,そこに来る学生たちー

人一人に真理を学ぶよろこびをわかち与えることと浦もいやりと訓錬にこと欠いてい北。

この点,不厶はイェール大学に学んで随分教えられナこ。日本の大学と米国の大学で最もちがう点をあげるとするなら,私は跨

踏なく,図書館と寮であるというだろう。図吉館は,単1て書物を死蔵して粘くところでなく,そこに入ってゆくなら本をよま

なけれぱ秋の1日がすぎるのが惜しいような感じを与えきせる場所である。デパートの特売場にゆくと,ふらっと行っ北も

のでも,なにかそこで買わないと勿体ない様な感じにかり北てられる。それと同じよづに,私はイェール大学の図書館にはじ

めてぃっ北とき,そこで読書せずには那られないような痛烈なチャレソヂを受け北。そこ{てはいくっかの広い読書室があり,

学生北ちが静かに抗書忙耽ってぃる。ほとんど雑談をするものもないし,うろうろしているものもない。すぐれた書物にとり

竹中正夫
神学部教授
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かこまれて他人が勉強しているということが自分の勉強に励ましとなる。

日本の学生は,本を図書館でよむことになれていない。その本を自分のものとして,自分の部屋にもっ'C帰ってよまなくて

は能率が上らないといラくせがあるだから図書蛇の本をかりてもなかなか返さないし,他人の本でも私物化してしまう。私

は日本に帰って来てから,人に本を随分貸したが,その多くは返ってこない。 1冊ぐらいの本のことをとやかくいうのは却っ

て煩わしいと思っ北りしているうちに,忘れてしまってそのままになってしまづことが多い。

図書が公共のものとなり広く利用され,図書館がみんなの学びの場として親しまれるナこめには,よい設備も必要であるが,

浦互い同志の規律が必要である。

私はのちに図書館の整埋係として約 3年問アルバイトで働いにので,図ぎ館の側忙立ってその運営の苦心をっぷさにみる

ことが出来に。人間はルーズに流れがちで,きめられた日に害物を返却しなかっ北りすることがある。そうすると,1日に2

セントの罰金がかかってくる学生たちはそれを自分の責任として支払う。きらにそのクラスの担当教授が指定したりザー

の書物は原則としては,図書館の閲覧室でよむことになっているが,タ方6時に1人2冊貸し出しが出来る。しかし,翌朝9

時には必ず返却しなければならな1ハ。それに1分でも浦くれると10セントの罰金がっく,これは日本では考えられない位厳格

にオ6こなわれている。そうすることによって,1人の人によって,貴重な交献が独占されず,みんながその書物をよむよ 5に

なる日本では本をよ心にめには,その本を自分のものとしなければならないという観念がある北め,その本が私物となるま

でよまないし,又その本の回転率も悪い。学期末などになると,りザーブの書物に予約をする力ードがっく。つまり,自分は

水曜の1時から31埒までにこの書物をよみ北いと申しこむと,図書館の方ではその本をと。て用意して浦いてくれる。 3時が

くると予約していた他の学生が来てその本をよむという具合に,時間をくぎって書物の貸出しりストが出来てぃる。すると,

自分に与えられた2時間にこの書物を集中してよもうという意欲が出てくる。自分のものとなってぃる時間に,出来るだけこ

の書物から学ほ'うと寸刻を惜しんでよみふける気持になる。図書館は午前8時30分に開き,夜10時までやってぃる。試験が近

くなってくると,日曜も午後2時から開き,夜もⅡ時まで延長して開かれるいずれも学生たちの要望にこたえて図書館倶功ゞ

しナこことであっナこ。

こづして私は4年間,同じ大学の伺じ凶沓館で学んだ先年もその場所をにずねて感慨が一入深いものがあっ北。人間の能

力には限りがある。しかし,それぞれに与えられ北ちからを充分に発揮するように助成するのが教育の働きである。そして,

人間の能力は,みがかれ,鍛えられてゆくときに,成長してゆく可能を宿してぃるのである。図書館の周囲にはニューイング
ランド独特のつぇが赤く紅葉して西日を浴びてぃた。



文献探索^二次文献の利用^②

経済学分野の記事索引誌

本誌卜b1に,雑誌論文を探すツールとして,雑誌記事索引の主なものが,紹介されて浦ります。ここでは,その続編として

社会科学,特に経済学に関する雑誌論文・記事を索引にしに本館にある主な記事索引誌の特徴・内容を,利用の手引として紹

介しましょう。

(

1 単独雑誌の総目次・索引

個々の雑誌の各巻(通常1年分)に対する記事索引(例:エコノミスト巻末に索引 3ケ月毎)や,それを累積しテこ同一誌

数巻(通常5年分,10年分)に対する記事索引(伊上朝日ジャーナル総索引 1-251号・1959-63)等の単独雑誌の総目次・

索引がある。このような総目次・索引を集めて一覧にし北ものが,「雑誌総目次索引集」(天野敬太郎編日本古書通信

社,1966.137P.圃 027.5;A)これを利用すれば,1964年末までに出されナこ約1,400誌の総目次や索引の所在を確かめること

が出来る。

1 社会科学特に経済学の索引

1.雑誌記事索引一人文・社会編一(国立国会図亀喰g編)1948一月刊 P027;Z

a)採録範囲・内容

国会図書館に納本され北和交誌の人交・社会科学関係の索引誌。主題を限定しに専門別索引誌(例えば経済学交献季報)で

は,対象誌を専門分野に限定しているナこめ,一般雑誌にのる学術的色彩の強い論交や,全体のぺージ数の関係で省かれている

ような随筆・ノレポ記事・書評等割合いこまかく拾っている。 2頁以下のものは原則として除外。対象誌は約1,400誌である

が,経済学関係だけにしほ'ると経済学文献季報とあまり変らない。発表され北論文が記事として搗載されるのは2~3ケ月後

になる

b)索引の構成

例言・目次(分類表)・収録誌名一覧・記事の順で構成されてぃる。分類は,政治・行政,法律,経済,産業,社会,労働,

教育・文化,哲学・宗教,歴史・地理,交学・語学,芸術・芸能・スポーツ,その他,の12忙分けている。各号の別に件名参

照索引が年1回別刷にしてその年の第1号に付してある。又,著者から索引出来る年間著者名索引が,1965年から約1年後に

別冊として発行されてぃる。記事の記載は,著者名・論題名・誌名・巻号・頁の順で,発行年月は収録誌名一覧に巻号と併記

されている。

日本で阿行されてぃる人交・社会科学関係の学術的雑誌論文を索引出来る代表的な索引誌。な浦,姉妹編として,科学技術

編 a950 P027;Z2)がある。

2.経済学文献季報(経済資料協哉会編) MI(1956)一年3回師P028;K

(

a)採録範囲・内容

経済学(統討'・経営・会計を含む広い意味の経済学)とこれに関連する分野(社会・政治・法律)の内外雑誌論文(日本・

欧米・ソ迎)と邦文の単行書を採録し北索引誌。一般誌・業界誌・調査月報等の主要論交以外,即ち書評・実務的記事・無署

名記亊等は採録されていない経済資料協議会(本学からは人交科学研究所が参加)に参加する研究所・図書館等に受け入れて

いる,邦交誌556誌,欧交誌314誌,ソ連誌26誌,邦交単行書約800冊を対象としている。掲載されるのは4~フケ月後になる。

b)索引の構成

凡例・採録誌名一覧表・分類表・日本・欧米・ソ連の各文献・著者名索引の順で構成きれている。分類は16項目で,各記事

には一連番号を付し,著者名索引(ABC順)と接続させている。記事の記載は,著者名・論題名・誌名・巻号・頁・発行年

5



月の順。

この索引誌は,社会科学特に証済学の学術論文を主とし北もので,特に経済学関係の交献凶録として最もすぐれてぃるもの

と広く評価きれている。

3.産業経済雑誌主要記事索引(口本開発銀行中央資料室編)年村昭和39年版(1964)一艇028.3;S

a)採録範囲・内容

通常半月刊として出されているものから,永続的に価値のある論交・記亊を 1年分に採釧U 累積した索引誌。主として,金

融機関その他の会社の調査活動のにめに学術論文の他に業界誌,団体・協会誌の記事を多く採録してぃるのが特色。産業.経

済に関するものを中心にして,法律・政治・労働・社会等の社会科学に関するものと欧米の雑誌の論交・記事も含まれてぃ
る。対象誌数は,邦交約750誌,欧米交約120誌。

b)索引の構成

凡伊上収録雑誌一覧'記事目次(分類表)・地別記事目次・著者名索引の順で構成されてぃる。分類は論題の類似のものを

各グループにまとめ,日本語一外国語論交の順に分類,配列している。この索引誌の他に見られない特徴は論文記事の題名

に内外の地域・国名等が明示されているものを別にまとめ「地域別記事」として重出してぃることである。従って,特定地域

に関する研究・羽査の場合非常に便利な索引である。各記事は,著者名・論題名・誌名・巻号・頁・発行年月の順で記載さ
ている。

4.1ntern急tional BibHog覚aphy of EconomiC8.(prepared by the lnternational committee for social sciences

Documentation) V01.1:1952- Annual.圃028.33; 1

単行書'雑誌論文を含めて V01.8:1964の場合71釘点採録している。これを利用すれは'外幽の叉献資料が探せる。欧米の他

に,社会主義国の雑誌も一応カバーしていて国際的に収録範囲が広い。採録雑誌一覧表・分類表(15に分けさらに細分).著

者名索引.主題別索引を付けている。何れも英語と仏語を併記し,日本交献は口ーマ字で記載きれ,日本からはユネスコ国内
委員会が年間200~400点資料を提倶している。同じシリーズで lntenation81 Bibliography of political science ("01.
L 1952一飼028.31; D も図害館1てある。

5.その他の索引

i)法政'経済'社会論文総・(天野敬太郎編)刀江書院昭和2-3 2冊但016.3;A

法律・政治'経済'社会に関する専門雑誌論交の索引。正編は約100誌の創刊号から大正15年6月まで,追編は新にに数
10誌を追加し北創刊号からの論文と大正15年7月から昭和2年末までの追加分を採録。この分野の雑誌が人部分創刊容から採
録されているので,今でも価値を持続してぃる。

ii)経済'法律文献目録(利1戸高等商業学校商業研究所編)宝交館昭和2-6 2冊但016.3;K

経済'産業.社会・政治・外交'法律等に関する著書・ハンフレット・統計書類,及び重要雑誌.新聞の論交の分類目録。
第1集は大正5年から14年まで,第2集は大正15年から昭和5年までのものをカバーしてぃる。

iii)戦後社会科学文献解題社会科学文献解説(大阪市立大学経済研究所編)1947-1953 10冊但016.3;02
戦後約7年間の社会科学関係の書誌としてほとんど唯一のもの。経済を中心として,各号とも前半で交献解題,後半で交献

目録(単行書と雑誌論交)を収めている。収録期間は1945.9-52.6.約3年中絶し,「経済学艾献解題」55:1-12(大阪市大
経研,1957@016・34;02)として空白をづめ,「経済学交献季報」に接続。現在は交献目録ナごけが次の iv)に連載してぃる。

iv)経済学文献月報(大阪市大経研編)経済評論(日本評論社)巻末収載 V01.4, no.フ(1955) 月刊 P330.1;K19

V)文献目録国民経済雑誌(神戸大学経済経営学会編)巻末収載如1.1(明治29)一月刊 卿 P.330.1; K22

創仟1」号から,海外新刊書目・・・最近の交献,交献目録とタイトノレ・内容も若千変えながら継続してぃる。

以上のように,経済学分野を中心に記事索引誌を紹介しまし北が,何れもかなりの利用価値を持ってぃる反面,網羅性や速

報性を欠い北り,刊行形態も異なりますので,どれが優れてぃるか断定することは出来ません。従って,ある主題を研究・捌

査する場合,索引誌の特徴・性格を参考にしながら,他の二次交献をも利用することを浦奨めします。

な翁,経済学分野以外の記事索引や,その他の目録.書誌等にっいても逐次紹介する予定です。



学内総合目録の刊行

総合目録というのは,二つ以上の図書館又は質料所蔵機関の蔵吉をーつの目録組織の下に記録しにもので,交献の所在を知

るために必要な資料であると同時に,これら文献の相互利用と機関相亙の恊力体制を確立していく上に重要なものです。ただ

このよづな機関相互の恊力体制を前提といこ総合日録が,真にその機能を窕揮するにめには,個々の機関にオδける資料の収

集,惟理,保存,利用等の面をよく築備して浦く必製があります。

現在計画し,編集中の学内総合目録というのは,本学図書館浦よび各学部研究室の諸機関に所蔵している全学の図書資料の

総合目録の冊イ・化で,現在下記のような聖領で編集中です。これらが人学に浦ける研究と教育を推進する一助になれば幸いで

す。な浦,図書館事務室には,凶舎館に受け入れられ,整理きれ北全学の凶書質料の力ードによる総合目録がイ茄え付けられ

ています。昭和39年3月末までに受け入れ,整理きれにものと,昭和39年4月以降のものに分かれ,それぞれ著者,害名,分

貞,件名(図智館のものだけ)の各種目録があり,たえず,ア・,フ・ツー・デートに維持されていますし,全学の図書資料の

最新D情雜が分るようにな。ています。

1.学内総合目録砕齢よ・新聞を除◇昭和39 41年度

これは昭和39年4月忙新分類に切り替えて以後42年3月末までの3年間忙本学図誓館に受入,整理きれ北雑誌新聞を除く

全¥の図当資料の総合目録の冊子化です。昭和43年・4月刊行予定で目下準備を進めています。これは今後も一定期間毎に編集

刊行していく引'画です。

2.学内雑誌・新聞総合目録

これは昭和42仟・3月ボ現在,本学において所威している雑誌・新聞の所在を知る北めの総合目録の冊子化です。昭和42年度

に引続き43年度中托例行の予定で目下調査中です。

新町読書室だより

新町涜醤室は,開設以来ここに9力月,不充分な仮施設で,隣接教室, 部屋から聞こえる雑音にもかかわらず,利用学生は

静粛に図禽の閲読・自学自習の場として大い1て活用して居ります。

新町校地に学ぶ学生は,果してどの程度当宅を利用しているのか?その概略を蝦告するのに,去る11月16日実施の簡単な
利用アンケートを基にして見ナこいと思います。

★配布学牛数 650人回答者 333人(入館学牛152人館外学生181人)

1.当室を利用しているもの 82%していない 18%

2.利用内容として備付凶吉の閲読が 65%座席利用のみ 35%

3.当室に対する希望

a).図書貸出制度 15% b).図吉資料の増加 14%

C).開館時間延長 9%

d).施設拡張・備品(机取替・ロッカー増設)14%

0入館者のみを対象にして,前項(希UD を見ると, a), b)が夫々ぐプノニ__ノ・ノ
19%, C)17%。又,当室に不満があるか?に対して,座席数が不 k ノノーー

足28%,施設が悪い26%,落ちつかない17%,隣室等騒々しい14%,と言っナこところである。

ここに示す項国は,一部であり,又詳細な分析についてはきて置き,実際に利用する学生の希望を,不満を,(解答

以前に)我々図書館員のものとして,今後考えて行かねばならないことを附言して,"新町読書室"だよりとする。
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特殊文庫(その2)

植木文庫

前回紹介しナこ小室.沢辺文庫にっづいて1893年(明治26年) 4月27日,当館に

設置されにのが,ここに紹介する植木文庫である。この交庫は明治啓蒙期の政治
思想家として,あまりにも著名な植木枝盛の旧蔵害である。植木枝盛にっいては

ここに解説の要もないと思われるが,初学者の北めに一応略記すると,局知市中

須賀に1854年(安政4年),山内藩士植木直枝の嗣子として生れ,長じてのち,

自由民権運動の有力な理論家として活躍,その著作も「自由論綱」(1883年刊),

「報国纂録」(同年刊),「民権自由論」(1879年刊)をはじめ,新聞,雑誌に多く
の論説を発表するなど,当時の言論人として指導的な役割を演じ,ま北,か北わ
ら「新体自由詞林」(1887年干ID の著作もある。一方,実践面でも大いに活動
し,愛国社から国会期成同盟へ,さらに自由党の結党へと,彼,植木枝盛の歩ん

.

だ道は自由民権運動とともにあっ北といっても過言ではないであろう。そして,

遂に1891年(明治24年)第1回帝国議会が開会きれてからは衆議員議員として政

界1て枯いてきらにめぎましい活躍が期待きれたのであっにが,第2回帝国議会解

散直後,すなわち1892年(明治25年) 1月1日,世は新らしい年を,新らしい日本の興隆とともに祝福しているとき,東京の
寓居で発病し,同23日,東京病院のべ・,トの上で35才を一期としてこの也を去っ北のである。

残後1年をへて,ようやく植木家その後の方向がか北まり,"故植木氏遺児養育義損金"募金の見通しも北0て,局知出
身の旧友,後輩,えδよび言論界,政界の同志・旧知の盡力によって,同じく自由民権運動に活躍しえ小室信介,沢辺正修を"己
念する文庫がある当館に,その旧蔵書が寄贈きれたのである。それは高知の植木氏宅から海路神戸を経て,ついで京都の同志
社まで,はるは'る運ばれ,同志社では旧図書館(現有終館)の2館,閲覧室に小室・沢辺交庫とともに特殊文庫として設置さ
れ,教職員.学生の閲覧に供せられナこのである。なオ6,高知からの運搬費3円65銭や,さらに翌年に"書籍保管交庫修繕費、
として同志社に寄付きれナこ金7円は,上述"遺児養育義損金"のうちから支出きれナこのであっ北。しかしながら,こ.の交庫
が,なぜ,同志社に寄贈きれ北かにっいては不明で,上述しナこ経緯以外には決定的な理由はなにもないようである。しかし,

社会の同志社に対する関心と支持といった漠然とした理由が結局は決定的な理由といえるのではあるまいか,これはま1ン
室.沢辺文庫の寄贈の場合にっいても同じではないかと思われてならない。

この文庫の図害は明治の初期忙,わが国で刊行きれに,政治,法律関係図害がその人部分であって,旧蔵手択本といえるも

ので前回に述べた類別からすれぱ第1類に属するものである。もちろん,植木枝盛自身の著書もあるにはあるが,全著作が揃

。てぃるわけではない。蔵書の 1・ 2 を紹介するならば,ぺり厶原著「法理論」(1883年干ID,ヒ、"セリソグロ述「泰西国法

論」(1867年于ID やルボック著「開化起源史(1886年干ID などの翻訳書,江木衷著法律解釈学(1885年干ID,小野梓著「国
憲汎論」(1883年干ID,渡辺修次郎著「明治時勢史(18船年干ID などがあり,手沢本というにふさわしい"書き入れ本"も相

当ある。なキ6,そののち,この交庫は一時,同志社政法学校図書室に移管きれ北こともあり,当初は806冊と記録されている

が,いっのころからか一般図書のなかに混排され,現在では確実な冊数は詳らかでないが,カード式の目録が当館に保管き

れ,これをもとにしナこ「植木枝盛蔵書目録」が「同志社法学第21号昭和9年1月」に掲載されていて,それらによると

凡そ500冊ぱかりである。
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植木文庫設置明治町年9月説

家永三郎著「植木枝盛研究」という800頁に近い名著がある。これは同氏の永年にわにる枝盛研究の集大成ともいうべき

もので,昭和35年8月忙岩波書店から刊行きれたものである。そのなかで家永氏は「その頃,高知の同志たちの手で,枝盛の

蔵書が同志社に送られナこ。」とされ,ま北同書付載の「植木枝盛年譜」には明治27年の欄に「同月(9月)枝盛の蔵書を同志

社に送った。」と明記きれているのである。これは本号別掲の「特殊文庫紹介②植木交庫」の記事で,その設置を明治26年4月

としているのと,1年以上もくい違うのである。この点1てついて,あるいは"重箱の隅を"という誇りをうけるかも知れない

が,ψi館としては明確にして都きたいと思うので,あえて余白をかりることとした。

家永氏の明治27年9月説は恐らく,上記著書に引用きれている「士陽新聞」明治27年9月21日号の「故植木氏遺児養育義損

金トシテ(中略)右氏義損金募集高一、金九拾九円八十八銭内訳一、金壱円八十八銭神戸ヨリ京都同志社迄書籍逓送

料(中略)ー、金九卜九銭高知ヨリ神戸迄書籍運賃(中略)ー、金七円京都同志社害籍保管交庫修繕送金七円送金(中略)

差引一、金八拾九円五拾九銭五厘也右金額是迄士陽新聞社二於テ取扱候処,今般高知第八十国立銀行へ預ケ有之候由」の

記事から判断きれたものと思われるが,この記事は募金の報告と見るべきで,この日以前の収支ということを意味するだけの

,のでありこれを直ちに送った日とすることは早計といわぎるを得ない。

一方,同志社の資料を見れぱ'「同志社明治26年度帳告」に「昨年中〔明治26年〕故植木枝盛氏の友人諸氏より同氏記念のた

め其交庫を寄托せられ元るを以て(中略)同志社図書内に整列して永く植木氏の記念に供せり其冊数凡べて八百六冊なりと

す」とあり,ま北,前記「土陽新聞」の記事の「京都同志社書籍保管交庫修繕送金七円」については,少しあとで送られ北ら

しく「社務に関する書類」のなかに明治27年2月22日付山田平左衛門宛の礼状の案文と思われる交書が綴り込まれているので

ある。以上の資料から従来から同志社で伝えられて来た通り明治26年説が正しいと考えるものである。なえ6,山田平左衛門は

高知の自由党員であり,その残後は,かって枝盛とともに県会議員でもあった西山志澄などとともに,あと始末に尽力しナこ人

の一人である。

ピックァッフ゜

日本人として初めてトルストイと親しく交っ北人に小西増太

郎(同志社校友)がいます。当時,彼はキェフ神学校に学ぴ,

トルストイの厚い信頼を受け,トルストイ邸では老子,孔子,

孟子の講義をし,トルストイの東洋理解を大いに深めにものと

叉われます。ここに紹介する図書は,モスクワ滞在中の小西

が,モスクワのロシャ帝国図書館所蔵の4種の支那原本から老

子を露訳して1894年に「Lao-si. Tao-te-king,ili pisanie o

n仏Wt四mosti」と題して「哲学と心理学の諸問題」誌に発喪

しにものを,発表後トルストイの積極的な訳交訂正の協力をえ

て1913年になって,同書名の下に「pod redoktsieiL. N.

Tolstogo : perevod s kitaiskogo D. Konissi primechanifミ

S. N. Dorylina Moskva 1931 と附記してモスクワで出版さ

れにものです。

最近の朝日新聞(昭和42年12剣 8口号)に早稲田大学の木村

毅氏が「読書H記」でこの図書にふれて浦られ,それによる

と,この序文はトルストイ老f論として有名なもので,

原本のトルストイ全集のどの版にも省略されてえδり,Π本でも

誰れも見北ことがなく,氏も恥年来それを探して那られに様子

です。まにこの図書はトルストイ博物館1ても1冊しかない天下

の稀書だとも述べて浦られます。まきにトルストイ研究に欠く
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ことの出来ない貴重な資料と考えられます。

な浦,故国に帰っ北小西増太郎は,社会評論家,哲学者となり,京都や東京の大学で教鞭をとりまし北。その間わが同志社

大学図書館にも主任として大正初期に在任し,図書館の近代化の北めに重要な働きをしています。ま元,野球評論家小西得郎

氏の尊父にあたる人でもあります。

カウンターから

カウンターに立。て,毎日利用者と接していますと,枯よそ力ード国録を繰ることほど面伊K きいことはない,といっ北様

子を示す人が,少なくありません。その点自由閲覧室で採用している開架(利用者に書架を公開する)方式は,有隣館の閉架

式(出納式)とくらべて,利用者が直接資料を手にとり,目を通すことが出来るだけに,より利用しゃすぃという印象を与、

ているようです。

しかし,求める資料が,著者や書名の明らかな特定のものであるならぱ,目録検索によるのが,何よりも迅速,的艦といえ

ます。これは,開架,閉架の別なくいえることで,開架方式では,求める資料を書架に見出せないと,最初からその資料を図

書館が所蔵していないのか,或は貸出になっていて見当らないのか,目録によらないとはっきりしないのです。これは,ほん

の一伊Ⅱてすぎませんが,目録は,資料の求め方 特定の資料が必要なのか,或は主題に関する図書が必要なのか^に

よ。て使いわけると非常に便利なものです。

もっとも,カード目録は7.5mX12御の大ききに限定きれていますから,ーつーつの資料が持っ情報を詳細に細大洩らきず

記録することは不可能です。では,利用者はどぅすれは'よいのかといいますと,係員1て浦尋ね下さいということになります。

つまり,利用者と資料を結びっける道具として目録が備えてある。しかし,それだけでは充分ではなく間隙がある。そこを係

員によって補い,うめてゆこラというのが,レフ了レソス・サービスですが,図書館のよろず相談所ぐらいの気持で,図地館
の利用の仕方,目録の検索方法なども気軽に尋ねて下きい。来館を待ってぃます。

あとがき

"びぷり那てか"第2・号をここに枯届けいナこします。新館建設の基本方針の決定,冊子,雑誌の総弓、目録編纂に着手,レフ
フレンス'サービスの実施,新町読書室の開設等,昭和42年は,とにかく,図書館にと。ては,近年にないほど,めまぐるし
い激動の時期であったと思います。

本号では,図書館のこのような活発な動きを誌面の巾に,折り込むべく配慮い北しました。

創刊号に掲載いたしました「図書館の歴史」は,都合により,介同は休ませてぃただきます。ひきっづき次回に掲載の予定
でありますのでと了承願います。

"びぶり浦てか"同志社大学図書館蝦 N) 2. 1968年2月1日発行

発行同志社大学図書館京都市上京区今出川通鳥丸東入電話21-2 3 1 1
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